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　 クローン病、潰瘍性大腸炎に代表される炎症性腸疾患は、近年我が国で患者数が
急増している難治性の疾患である。腸管は他の組織と異なり、免疫系が非自己として
認識し排除すべき異物（腸内細菌や食事成分）が常に存在している。炎症性腸疾患
は、免疫系の異常などの遺伝的素因に加えて、腸内細菌叢などの腸内環境因子の
異常が複雑に絡み合い発症する疾患と考えられている。実際、健康な状態では腸内
細菌が腸管の免疫系に直接晒されないようなメカニズムが存在している。私たちの研
究室では、腸管の免疫系の活性制御機構および腸管上皮による腸内細菌の宿主侵
入抑制機構などに着目し、腸管の恒常性が維持されるメカニズムをマウスモデルお
よびヒトの炎症性腸疾患も対象として解析してきた。本講演では、最近の研究成果に
ついて議論したい。	
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Regulation of intestinal homeostasis!
腸管恒常性の維持機構の解析 
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